
講 演 会 資 料
―心理専門職の話を聞いて―

研究班代表者 吉 岡 久 美 子

本研究費を活用し，2017年6月9日心理専門職を招聘
して講演会を開催した。講師は鹿児島純心女子大学の仲
沙織先生で，テーマは，「多職種協働のアウトリーチ－
臨床心理士の地域援助の実際」であった。当日は，院生
や外部専門家（医療，福祉，心理職）が出席した。

講演会の後出席者からは「地域の中でその人がその人
らしい生活が送れるよう，地域支援の魅力と難しさを改
めて感じた」「多職種連携，多職種協働の重要性を再認
識した」「これまで福祉職として仕事をしながら訪問看

護業務の重要性を経験してきたが，事例検討の中で今回
のようなアプローチもあるのかと大変参考になった」
「アウトリーチの実際を知る機会になった」「自身から
動くことの大切さを学んだ」「アウトリーチ支援は，応
用力が基盤となる支援だと実感した。今後そのような力
を発揮できるよう，力をつけていきたい」などの感想が
寄せられ大変有意義な会であった。

講師の先生に依頼し許可の上，以下に当日の資料（事
例除く）を掲載する。
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GAF 50 GAF 50

SD 40.1 2.9 65.8 7.7

119 79

24 52.9
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GAF
A 50 41 NS PSW CP

B 40 45 Ns OT CP

GAF
C 10 61 AD/HD 3 Ns CP

D 70 61 2 Ns OT CP

E 20 61 PTSD 2 Ns CP

F 30 61 3 Ns CP

G 30 64 2 Ns CP

I 20 70 Ns CP

J 50 70 Ns OT CP

K 20 75 Ns CP
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